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㊨　江府町民体育大会

スポーツの秋を

満　喫
一町内四会場で熱戦を展開
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彿　　　　　亀等

まちのうごき
（平成2年9月末）

世帯数　1，214　（±0）
人　口　4，700人（－9）
（男）　2，261人（一5）

（女）　2，439人（－4）
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平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
第
7
回
町
議
会
定
例

会
（
会
期
9
月
2
1
日
～
2
7
日
）

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
二
十

六
億
三
千
六
百
八
十
八
万
円
、

歳
出
は
、
二
十
五
億
六
千
八
百

六
十
八
万
七
千
円
と
在
り
、
差

し
引
き
六
千
八
百
十
九
万
三
千

円
が
平
成
2
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

九
特
別
会
計
並
び
に
二
企
業

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

歳
　
　
入

次
い
で
、
町
の
財
源
不
足
を
補

う
た
め
に
国
が
交
付
し
て
く
れ
る

お
金
（
地
方
交
付
税
）
が
、
五
億

四
千
百
四
十
六
万
七
千
円
（
2
0

昭
和
六
十
三
年
度
に
比
べ
て
一
5

3
％
）
。

億
七
千
八
百
十
八
万
七
千
円
（
対

前
年
比
一
〇
七
・
二
五
％
）
の
増

加
と
在
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
を
見
て
み
ま
す
と

私
た
ち
が
納
め
る
税
金
（
町
税
）

が
一
番
多
く
て
、
十
二
億
二
千
九

百
四
十
八
万
三
千
円
（
全
体
の
4

6

・
6
3
％
）
。

県
か
ら
の
支
出
金
が
、
二
億
六

千
八
百
七
十
三
万
五
千
円
（
1
0
・

1
9
％
）
　
で
三
番
目
に
多
く
、
続
い

て
町
の
借
金
（
町
債
）
が
二
億
三

千
四
百
三
十
万
円
（
8
・
8
8
％
）

－
　
な
ど
が
主
を
も
の
で
す
。

町
税
の
内
訳
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。
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億6千万円
その他53．277千円（2．01％）

町　　税

1，229，483千円

（46．63％）

繰越金58，983千円（2．24％）

国庫支出金54，582千円（2．08％）

234．300千円

（8．88％）

県支出金

268，735千円
（10．19％）

地方交付税

541，467千円

（20．53％）

その他143，901千円（5．46％）

歳　　入

2．636．880千円

財産収入52，152千円（1．98％）

町 税 の 内 訳 誌 ，9 48 万 2 千 。

町　 民　 税 固定 資産 税
1 億 1 ，012万4千 円 10億9 ，355万4千 円

（9 ．0％）

●至 ‘L一升

（88 ．9％ ）

■簡

軽 自動 車 税 た　ば こ 税
687万8千 円 1，620 万2千 円

（0 ．6％） （1 ．3 ％）

だ：）

電　 気　 税 特 別土 地保 有 税
236万 4千 円 36万 円

（0 ．2 ％） （0 ．03％ ）

、要 望
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昭
和
六
十
三
咋
度
に
比
べ
て
一

億
六
千
八
百
九
十
七
万
八
千
円

（
対
前
年
比
一
〇
七
・
〇
四
％
）

の
増
加
と
在
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
三
日
末
の
世
帯
数

二
、
二
一
八
世
帯
）
、
人
目

（
四
、
七
二
四
人
）
　
で
計
算
す
る

と
、
一
世
帯
当
た
り
二
百
十
万
八

千
九
百
三
十
九
円
、
町
民
一
人
当

た
り
五
十
四
万
三
千
七
百
五
十
三

円
を
使
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

使
っ
た
お
金
を
性
質
別
に
み
て

み
ま
す
と
、
建
設
事
業
費
（
投
資

的
経
費
）
が
七
億
六
千
四
百
六
十

万
二
千
円
（
全
体
の
2
9
・
8
％
）

で
一
番
多
く
、
人
件
費
（
義
務
的

経
費
）
が
四
億
七
千
六
百
二
十
五

万
六
千
円
（
1

8
・
5
％
）
、
今
ま

で
実
施
し
て
き
た
事
業
の
借
入
金

の
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費

（
義
務
的
経
費
）
が
、
三
億
七
千

五
百
六
十
七
万
六
千
円
（
1
4
・
6

％
）
、
基
金
を
ど
の
積
立
金
（
そ

の
他
）
が
、
二
億
九
千
五
百
克
十

七
万
二
千
円
（
H
・
5
％
）
－

の
順
に
を
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
的
別
に
は
農
林
水
絹

業
費
が
四
億
五
千
八
百
十
七
万
八

千
円
（
1
7
・
8
％
）
で
ト
ッ
プ
、

次
い
で
総
務
費
の
二
億
八
千
九
百

八
十
二
万
四
千
円
（
1
5
・
2
％
）
、

公
債
費
の
二
一
億
七
千
五
百
六
十
七

万
六
千
円
（
1
4
・
6
％
）
と
続
い

て
い
ま
す
。
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まもづく

25

農
林
水
産
業
費
は
、
主
に
農
道

整
備
（
瓜
菜
沢
農
道
改
良
舗
装
工

事
）
、
町
行
造
林
の
新
植
及
び
維

持
管
理
、
ほ
場
整
備
事
業
（
棄
尾

河
原
工
区
、
下
安
井
地
区
）
、
農

村
基
盤
総
合
整
備
（
肋
沢
団
地
は

雌 ）　　　　 性質別歳出

建
設
事
業
費

・七才億
フて
書
方

千
円

人
聾芸

至
五万

公
議俵
で賛
五

雇槙
芸立

璽物　 雪　 雲－

六
千
円

ブく七万
7号千
円

妻金
吾
苗

＝件
言責
六千
円

四四号
四吉

補
助
費

言「

歳出合計
25億6，868万7千円

場
整
備
工
事
）
、
山
村
振
興
対
策

事
業
（
洲
河
崎
水
路
改
修
）
を
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

総
務
費
は
、
人
件
費
を
は
じ
め
、

主
に
公
有
財
産
の
管
理
、
過
疎
バ

ス
対
策
、
総
合
開
発
事
業
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
公
園
整
備
）
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
（
ま
ち
お
こ
し
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
）
、
電
源
地
域
開
発
事

業
（
ロ
グ
加
工
技
術
導
入
施
設
開

発
）
、
選
挙
事
務
（
町
長
・
町
会

議
員
、
参
議
院
議
員
、
衆
議
院
議

員
）
を
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
債
費
は
前
年
に
対
し

一
〇
一
・
七
％
と
増
加
し
て
い
ま

す
が
公
債
費
比
率
は
、
一
〇
・
八

％
〓
ハ
十
三
年
度
県
下
市
町
村
平

均
十
三
・
二
％
）
　
と
下
が
っ
て
い

ま
す
。

平
成
元
年
度
江
府
町
歳
入
歳
出

決
算
審
査
意
見
書
で
は
総
括
と
し

て
、
「
国
の
予
算
編
成
方
針
に
従

い
、
本
町
に
お
い
て
も
、
財
政
構

造
の
健
全
化
、
経
常
経
費
の
節
減

等
に
留
意
し
な
が
ら
、
節
度
あ
る

財
政
運
営
が
を
さ
れ
て
お
り
、
持

平成元年度特別会計 歳入 （千円） 歳出 （千円）

国　 民　 健　 康　 保　 険 317 ，703 286 ，885

老　　 人　　 保　　 健 401 ，637 392 ，451

簡　 易　 水　 道　 事　 業 28 ，376 26 ，361

老 人 居 室 整 備

資 金 貸 付 事 業
5，240 4 ，858

障 害 者 住 宅 整

備 資 金 貸 付 事 業 3，398 3 ，389

住 宅 新 築 資 金 等

貸　 付　 事　 業
16 ，371 15 ，980

江　 尾　 財　 産　 区 4，466 3 ，762

神　 奈　 川　 財　 産　 区 1，158 513

米　 沢　 財　 産　 区 9，078 8 ，759

平成元年度事業会計 収 入 （千円） 支出 （千円）

奥 大 山 国 民 宿 舎

山 荘 甘 酒 茶 屋 134 ，479 122 ，528

索　　 道　　 事　　 業 58 ，024 34 ，835

に
平
成
元
年
度
は
予
算
執
行
の
中

途
に
お
い
て
、
町
長
の
任
期
が
満

了
と
在
り
ま
し
た
が
、
予
算
の
執

行
に
あ
た
っ
て
は
、
最
大
の
努
力

を
傾
注
さ
れ
、
経
常
収
支
実
質
収

支
と
も
黒
字
決
算
と
な
り
、
町
当

局
の
ご
努
力
に
対
し
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

自
主
財
源
の
確
立
と
と
も
に
、

公
債
比
率
一
〇
・
八
％
、
経
常
収

支
比
率
六
七
・
六
％
、
財
政
力
指

数
〇
・
六
九
％
と
大
幅
に
改
善
さ

れ
、
か
つ
、
一
般
会
計
に
お
い
て

基
金
保
有
状
況
も
前
年
対
比
一
二

五
％
と
増
加
し
、
基
金
保
有
高
十

三
億
四
千
二
十
八
万
二
千
円
を
達

成
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
本
町
財

政
の
健
全
化
の
う
え
に
意
義
は
大

き
い
と
存
じ
ま
す
。

国
、
地
方
を
通
じ
、
行
財
政
の

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
住

民
の
要
求
は
ま
す
ま
す
多
様
化
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
予
算
の
執
行
に
つ

い
て
は
、
緊
急
性
、
公
共
性
、
事

業
効
果
等
各
般
に
わ
た
っ
て
、
留

意
し
な
が
ら
、
地
域
の
イ
メ
上
ン

ア
ッ
プ
と
活
性
化
の
た
め
、
最
大

の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。
」
と
決
算
結
果
を
ふ
ま
え
て

今
後
の
要
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
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行
政
だ
よ
り
　
①
～
①
一

第237号

○
総
　
　
務

行
政
座
談
会
を

6
月
2
2
日
　
武
　
庫
部
落

6
月
3
0
日
　
池
の
内
部
落

7
月
1
3
日
　
尾
上
原
部
落

で
開
催
し
ま
し
た
。

部
落
住
民
か
ら
行
政
に
対
す
る

要
望
、
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
交

流
の
場
と
し
ま
し
た
。

7
月
8
日
、
鳥
取
県
西
部
地
区

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
米
十
市

で
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
も
第
一
分

川
が
出
場
、
第
三
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

平
成
元
年
度
決
算
監
査
を
、
事

業
会
計
に
つ
い
て
は
7
月
1
8
日
か

ら
烈
日
ま
で
、
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
に
つ
い
て
は
7
月
2
6
日
か

ら
8
日
2
9
日
ま
で
、
関
係
職
員
立

ち
会
い
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

8
月
2
6
日
、
マ
マ
さ
ん
自
転
車

鳥
取
県
大
会
が
東
伯
町
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
子
供
の
国
保
育
園

おめでとうございます

県表彰受賞防犯功労者

遠藤敏彦氏（久連）
10月11日、県庁講堂で開催された、

全国防犯運動鳥取県民大会において、
遠藤敏彦氏（久連）は溝口地区の防犯功
労者として県表彰を受賞されました。

保
護
者
会
チ
ー
ム
が
溝
口
地
区
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

9
月
1
3
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
平
成
2
年
国
勢
調

査
調
査
員
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
国
勢
調
査
は
5
年
に
一
度
、

1
0
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施

さ
れ
る
も
の
で
す
。

○
企
画
開
発

平
成
2
年
度
鳥
取
、
岡
山
県
境

開
発
促
進
協
議
会
が
、
7
月
2
5
日

新
見
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。本

町
か
ら
は
、
陳
情
事
項
と
し

て
、
①
江
府
中
和
用
瀬
線
の
国
道

昇
格
及
び
国
道
一
八
一
号
線
か
ら

の
進
入
地
点
改
良
（
江
尾
地
内
）

②
大
山
蒜
山
地
区
の
開
発
。
特
に

蒜
山
大
山
有
料
道
路
か
ら
の
　
「
あ

や
め
群
生
地
」
　
（
瓜
菜
沢
）
　
へ
の

歩
道
新
設
③
バ
ス
路
線
の
整
備
促

進
。
特
に
高
速
バ
ス
停
留
所
の
設

置
に
つ
い
て
要
望
し
、
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

総
合
計
画
の
基
本
計
画
策
走
の

た
め
、
9
日
6
日
か
ら
ほ
日
に
か

け
て
、
1
5
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
企

画
員
に
よ
る
、
住
民
意
向
収
集
を

行
い
ま
し
た
。

○
民
　
　
生

7
日
2
6
日
、
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
（
7
月
1
日
～
3
0
日
）
　
の

啓
発
活
動
と
し
て
、
町
内
保
護
司

の
協
力
を
得
て
広
報
車
に
よ
る
町

内
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

8
月
2
4
日
、
日
野
町
江
府
町
日

南
町
衛
生
施
設
組
合
定
例
議
会
が

開
か
れ
、
監
査
委
員
の
選
任
を
ど

4
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
を
さ
れ

ま
し
た
。

8
円
2
7
日
、
子
供
の
国
保
育
園

屋
外
施
設
改
帽
工
事
の
指
名
競
争

入
札
を
お
二
を
い
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

①
請
負
金
額
三
五
〇
万
二
千
円

②
請
負
業
者
名
谷
H
組
㈲

9
月
1
5
日
の
敬
老
の
日
に
あ
た

り
、
7
0
才
以
上
の
高
齢
者
の
方
に

祝
辞
及
び
記
念
品
を
贈
呈
し
て
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
平
成
2
年

度
の
対
象
者
は
八
一
八
名
に
在
り

ま
し
た
。

6
月
1
2
日
か
ら
8
月
3
0
日
に
か

け
て
、
平
成
2
年
度
健
康
診
査
を

町
内
延
べ
3
1
か
所
で
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
1
1
月
7
日
に
旧
御

机
分
校
と
下
蚊
屋
公
民
館
で
、
1
1

日
9
日
に
町
総
合
体
育
館
で
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各
検
診
の

受
診
者
数
及
び
受
診
率
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
子
宮
が
ん
検
診
四
〇
三
人
（
7

3

・
8
1
％
）
◇
孔
・
甲
状
腺
が
ん
検

診
四
五
六
人
（
7
6
・
6
4
％
）
◇
基

本
健
康
診
査
（
4
0
歳
以
上
）
九
七

五
人
（
7
5
・
2
9
％
）
◇
基
本
健
康

診
査
（
4
0
歳
以
ド
一
六
一
人
（
4
0

・
6
7
％
）
◇
肺
が
ん
検
診
二
二

四
一
人
（
8
2
・
7
3
％
）
◇
結
棲
検

診
∵
三
二
一
〇
人
（
7
7
・
9
6
％
）

◇
大
腸
が
ん
柏
診
四
〇
一
人
（
8
1

故
上
原
裕
臣
氏
に

感
謝
状

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
長
年

に
亘
り
、
人
権
擁
護
と
人
権
思

想
の
普
及
高
指
に
尺
、
く
さ
れ
ま

し
た
、
故
上
原
裕
臣
氏
に
、

感
謝
状
が
贈
口
王
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
放
　
上
原
委
員
の

多
年
の
功
績
に
対
し
、
九
日
丘

日
、
法
務
大
臣
よ
り
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

・
8
4
％
）
◇
か
く
た
ん
検
査
八
六

人
（
7
4
・
78
％
）
◇
胃
が
ん
検
診

五
二
三
人
（
6
2
・
3
7
％
）

○
建
設

7
日
1
8
日
、
町
道
改
良
工
事
を

ど
の
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
①
請
負
金
額
②
請
負
業
者
名
）

◇
広
域
農
道
修
繕
工
事

①
二
八
万
円
②
㈲
日
野
土
木

◇
町
道
江
尾
‖
ハ
里
二
の
沢
線
側
溝

修
繕
工
事

①
九
〇
万
円
②
㈲
沢
玉
組

◇
町
道
久
遠
洲
河
崎
線
側
溝
他
修

繕
工
事

Soumu
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第237号

①
五
一
万
円
②
㈲
浜
本
組

◇
町
道
久
遠
洲
河
崎
線
は
装
修
繕

工
事

①
二
二
万
円
②
㈲
住
田
組

○
農
　
　
林

8
月
9
日
、
構
造
政
策
推
進
モ

デ
ル
集
落
整
備
事
業
関
係
の
入
札

を
行
い
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

◇
農
事
集
会
所
及
び
資
材
保
管
庫

（
下
大
河
原
）
新
築
工
事

請
負
金
額一

、
二
二
五
万
七
千
円

請
負
業
者
　
　
福
井
工
務
店
㈱

◇
集
出
荷
施
設
（
中
大
河
原
）
新

築
工
事

請
負
金
額

六
五
四
万
一
千
円

請
負
業
者
福
井
工
務
店
㈱

9
日
1
日
か
ら
2
日
間
、
町
職

員
、
農
協
職
員
を
ど
一
行
2
3
名
が

神
戸
市
の
魚
崎
地
区
を
訪
れ
、
江

府
町
特
産
物
即
売
会
や
明
神
社
中

に
よ
る
荒
神
神
楽
を
披
露
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

9
月
1

3
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
県
営
は
場
整
備
事

業
江
尾
・
宮
市
地
区
代
表
者
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。
関
係
5
地
区

1
5
名
の
代
表
に
よ
り
、
今
後
の
進

め
方
と
土
地
改
良
区
の
設
立
に
向

け
て
協
議
し
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
に

日
野
尾
千
絢
㌔
を
任
命

辞
任
さ
れ
た
徳
岡
健
一
㌔
（
半

の
上
）
　
の
後
任
と
し
て
、
日
野

尾
千
絢
㌔
（
武
庫
）
が
十
月
一

日
付
で
厚
生
大
臣
よ
り
民
生
児

童
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
四
年
十
一
月

三
十
日
ま
で
で
す
。

○
商
工
観
光

鳥
取
県
観
光
物
産
展
が
東
京
日

本
橋
の
三
越
百
貨
店
で
9
月
4
日

か
ら
9
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
下
蚊
屋
の
明
神
社
中

が
参
加
、
荒
神
神
楽
を
披
露
し
て

鳥
取
の
郷
土
芸
能
を
ピ
ー
・
ア
ー

ル
し
ま
し
た
。

○
教
育

6
月
2

2
日
、
俣
野
北
谷
ヒ
ナ
横

穴
群
供
養
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
昭
和
6
1
年
7
月
に
林
道
塚

原
線
開
設
工
事
の
掘
削
中
、
横
穴

の
中
に
人
骨
、
出
土
品
が
発
見
さ

れ
た
も
の
で
、
発
掘
調
査
を
行
い

供
養
塔
を
設
置
し
て
町
内
関
係
者
、

地
元
の
発
掘
作
業
員
等
3
0
名
で
供

養
を
行
い
ま
し
た
。

7
月
8
日
、
溝
口
町
を
会
場
に

第
4
5
回
日
野
郡
民
体
育
大
会
が
行

わ
れ
、
本
町
か
ら
9
種
目
に
二
四

〇
名
が
参
加
、
各
種
目
で
好
成
績

を
お
さ
め
、
9
年
ぶ
り
3
度
目
の

総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

第
4
2
回
山
陰
少
年
軟
式
庭
球
選

手
権
大
会
の
小
学
校
の
部
を
7
月

2
1
日
に
、
中
学
校
の
部
を
7
月
2
6

イノシシ、キツネ、カラス

などによる

農作物被害が

発生しています。

このたび町では、これら鳥獣によ

る農作物の被害を防ぐた，めに被害防

止施設を設置された個人に対して、

その経費について補助金を交付す

る「鳥獣被害防止施設設置事業補助

金」を新設しましたのでご利用くだ

さい。

詳しくは、役場農林課までお問い

合わせください。

⑳l
日
に
、
町
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
開
催
し
ま
し
た
。
好
天
に
恵

ま
れ
島
根
、
鳥
取
両
県
か
ら
小
中

学
校
代
表
一
七
〇
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

8
月
1
日
か
ら
2
泊
3
日
の
日

程
で
、
西
ノ
島
町
交
流
臨
海
学
校

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
文
部
省
の
自
然
教
室

推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
町
内
4
小
学

校
の
5
年
生
5
1
名
が
参
加
、
海
水

浴
等
を
通
じ
て
海
の
子
と
山
の
子

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

9
月
6
月
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
第
1
6
回
江
府
町
同

和
教
育
研
究
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。町

内
各
職
域
、
団
体
、
部
落
か

ら
一
九
〇
名
が
参
加
し
、
啓
発
映

画
と
講
演
で
、
同
和
教
育
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
求
め
、
町
民
ひ

と
り
一
人
が
日
常
生
活
の
中
で
自

ら
の
行
動
を
通
し
て
早
期
解
決
を

す
る
た
め
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

9
月
．
1
6
日
、
江
府
町
民
体
育
大

会
が
校
区
ご
と
四
会
場
で
、
好
天

に
恵
ま
れ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
に
ふ
さ

わ
し
く
、
各
種
目
ご
と
に
老
若
男

女
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
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高齢昔風22名を顕彰
長寿を祝い、家族に介護年手当金を支給

九
月
十
四
日
、
敬
老
の
日
を
前

に
、
数
え
年
九
十
二
歳
以
上
の
高

齢
者
二
十
二
名
の
自
宅
を
福
田
町

長
が
訪
問
し
て
、
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

今
年
度
よ
り
、
九
月
十
五
日
の

敬
老
の
目
に
合
わ
せ
て
、
高
齢
者

の
方
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
し
た
も

の
で
、
今
年
は
一
目
に
続
き
二
度

目
の
顕
彰
と
在
り
ま
す
。

高
齢
者
の
方
に
は
記
念
品
と
そ

の
目
録
を
贈
り
長
寿
を
祝
う
と
と

も
に
、
そ
の
ご
家
族
に
は
高
齢
者

介
護
年
手
当
金
を
支
給
し
、
感
謝

状
を
贈
っ
て
そ
の
介
護
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
で
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
最
高
齢
者
の
野
田
と
み
よ
さ

ん
（
大
河
原
）
を
「
人
間
町
宝
」

と
し
て
顕
彰
し
、
最
高
長
寿
を
称

え
ま
し
た
。

人
…
開
‥
野
宝

大
河
原
　
野
田
と
み
よ
㌔
（
百
歳
）

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
生

（
　
野
　
田
　
正
　
博
㌔
　
母
　
）

第237号

▲高齢者の自宅を町長が訪問して長寿をお祝い

吉
原
新
見
ま
つ
㌔
（
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
八
年
二
月
九
日
生

〈
新
見
昭
－
二
㌔
増
）

宮
市
原
松
本
栄
作
㌔
（
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
八
年
卜
‖
九
日
生

（
松
本
賛
㌔
父
）

久
通
水
下
す
み
よ
㌔
（
九
卜
f
i
歳
）

明
治
二
十
九
年
二
日
ト
∴
日
生

〈
水
下
博
㌔
母
）

本
町
川
代
川
ひ
さ
よ
㌔
（
九
十
五
歳
）

明
治
二
卜
九
年
九
日
卜
六
日
生

〈
佳
日
美
知
日
恵
㌔
母
）

池
の
内
加
藤
診
か
よ
㌔
二
九
卜
丘
歳
）

明
治
二
十
九
年
十
∵
H
∴
L

l
生

（
加
藤
美
和
「
㌔
義
母
）

新
町
二
手
鳥
清
千
㌔
二
九
十
四
歳
）

明
治
．
二
十
年
正
目
二
「
日
生

へ
手
島
東
敬
㌔
母
）

宮
市
長
岡
も
と
よ
㌔
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
年
十
二
円
十
六
日
生

（
長
岡
誠
㌔
祖
母
）

御
机
　
川
卜
ち
と
せ
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
一
二
卜
∴
隼
∵
‖
十
七
日
生

（
川
上
八
千
穂
㌔
　
　
悼
）

下
蚊
屋
　
中
塚
の
さ
の
㌔
二
九
卜
．
二
歳
）

明
治
二
▲
卜
一
昨
六
日
六
日
生

（
小
椋
　
　
博
㌔
　
　
母
）

植
原
　
奥
H
を
た
ね
㌔
（
九
卜
二
．
歳
）

明
治
一
二
十
．
隼
六
日
二
卜
丘
日
生

（
奥
州
　
　
薫
き
人
　
相
）

実
用
　
川
L
り
つ
㌔
（
九
卜
一
二
歳
）

明
治
二
一
卜
．
咋
L
H
丘
日
生

（
川
上
　
食
「
㌔
　
義
母
）

下
蚊
屋
筒
井
理
三
郎
㌔
（
九
卜
．
▲
虚
）

明
治
ニ
▲
十
∴
隼
十
日
十
九
日
生

へ
筒
井
　
厚
之
　
義
阻
旦
）

‖
ハ
闇
　
車
　
隆
代
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
二
一
仁
一
年
上
．
月
卜
六
日
生

（
車
　
　
仁
志
㌔
　
母
）

宮
市
　
長
岡
ふ
く
よ
㌔
（
九
卜
二
歳
）

明
治
三
十
二
征
∵
‖
十
三
日
生

（
長
岡
　
佳
文
㌔
　
阻
母
）

1◎
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白
寿
・
米
寿
の
み
な
さ
ん
に

郵
政
大
臣
か
ら
記
念
品

士
h
‥
、牌

。
上
横

井

郵
政
省
で
は
、
長
年
に
わ
た
る

簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
事
業
へ
の

協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
長
寿

を
祝
い
、
社
会
的
に
お
年
寄
り
を

大
切
に
す
る
気
風
を
育
て
よ
う
と

毎
年
、
白
寿
、
米
寿
を
迎
え
た
方

々
に
記
念
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
九
日
十
五
日
の
　
「
敬
老

の
日
」
、
江
尾
郵
便
局
を
通
じ
て

白
寿
一
人
、
米
寿
十
四
人
の
皆
さ

ん
に
郵
政
大
臣
の
お
祝
い
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
の
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。（

白
　
寿
）

（
米
　
寿
）

野田　とみよさん

（大河原）

門脇　公一㌔　　　仲田　政子㌔　仲田　　勇さん

（新　道）　　　　（新　道）　　（新　道）

川上　ふみ5工㌦　宮本　しずよ㌦　中尾　あい軋　浦部　延毒気

（美　用）　　　（尾上原）　　　（尾上原）　　　（洲河崎）

本
町
四
滴
水
貞
女
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
二
日
一
日
生

〈
消
水
純
十
㌔
　
養
母
）

大
河
原
桑
原
槌
男
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
一
二
十
二
年
－
二
目
十
一
日
生

（
桑
原
　
茂
㌔
　
　
父
）

荒
　
岡
井
上
柳
次
㌔
〈
九
十
二
歳
〉

明
治
一
二
十
一
一
年
四
月
卜
七
日
生

（
井
上
昭
宣
㌔
　
阻
父
）

杉
　
谷
加
藤
と
も
よ
㌔
（
九
卜
二
歳
）

明
治
÷
十
二
年
六
月
二
卜
八
日
生

（
加
藤
　
薫
㌔
　
　
母
）

柿
　
原
加
藤
む
め
よ
㌔
（
九
卜
二
歳
）

明
治
二
．
卜
二
咋
八
日
二
卜
九
日
生

（
加
藤
言
文
㌔
　
母
）

本
町
川
ド
村
．
代
㌔
（
九
卜
二
歳
）

明
治
－
二
卜
二
年
八
H
二
一
卜
日
生

（
下
村
耕
朗
㌔
　
養
時
）

貝

聞
遠
藤
く
ら
の
㌔
（
九
卜
二
歳
）

明
治
三
十
二
年
六
日
九
日
生

（
遠
藤
規
矩
雄
㌔
　
母
）

F

r

　

　

＼

■ト二一
原
吉

ハ
ム
　
′
し

⊥
▲
「㌔寿鶴

原
砂□　とし子さん　　砂□

（袋　原）　　　　（吉
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第237号

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

〔
1
0
月
1
日
～
1
0
月
3
1
日
〕

労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
保
険
）

は
労
働
者
が
労
働
災
害
や
失
業
等

の
保
険
事
故
に
遭
遇
し
た
と
き
、

必
要
を
保
険
給
付
を
行
う
と
と
も

に
、
生
活
の
安
定
、
社
会
復
帰
の

促
進
、
再
就
職
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
り
、

事
業
の
種
頬
を
問
わ
ず
、
労
働
者

を
一
人
以
上
雇
用
し
て
お
れ
ば
、
一

法
律
に
基
づ
き
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
未
手
続
き
と

な
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
こ
の
機

会
に
是
非
加
入
手
続
き
を
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
い
問
合
せ
は
、
鳥
取
労
働

基
準
局
又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
に
ご
相
談
下
さ
い
。

鳥
取
労
働
基
準
局

日
野
地
区
年
金
相
談
所

年
金
相
談
日

－
米
子
社
会
保
険
事
務
所
－

十
月
か
ら
毎
日
第
一
木
曜
日
に

変
更
に
在
り
ま
し
た
。

平
成
三
年
三
日
ま
で
の
年
金
相

談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
年
十
二
月
一
日
（
木
）

十
二
月
六
日
　
（
木
）

平
成
三
年
一
月
は
お
休
み
。

二
月
七
日
　
（
木
）

三
日
七
日
　
（
木
）

場時

所間

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

日
野
町
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
1

第
6
回
鳥
取
技
能
祭

職
業
能
力
開
発
促
進
日
間
（
1
1

月
）
の
主
要
行
事
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

優
れ
た
技
能
者
の
知
事
表
彰
、

技
能
士
の
製
品
及
び
職
業
訓
練
生

の
実
習
作
品
の
展
示
即
売
、
木
工

親
子
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ

ロ
初
心
者
教
室
な
ど
、
多
彩
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

◎
式
典

日
時
1
1
月
1
0
日
（
土
）
午
前
1
0

時
3
0
分
～
午
前
1
1
時
3
0
分

会
場
ホ
テ
ル
わ
こ
う

〈
米
子
市
西
福
原
）

◎
展
示
即
売

日
時
1

1
日
1
0
日
（
土
）
正
午
～

午
後
4
時
3

0
分

1
1
月
1
1
日
（
日
）
午
前
9

年末調整説明会
日　時11月21日（水）

午後1時30分から午後4時まで

場　所　溝口町中央公民館

対象者　溝口町・江府町・日野町に所在

する徴収義務者（官公庁、個人青を除く）

詳しくは、米子税務署にお問い合せ下
さい。

交
通
事
故
の
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

無料でご相談に

応じています

時
3
0
分
～
午
後
4
時

会
場
　
米
子
市
技
能
開
発
セ
ン
タ

ー
（
米
子
市
古
豊
千
）

交
通
事
故
　
－
。
加
害
者
、
被

害
者
ど
ち
ら
も
悲
惨
な
も
の
で
す
。

不
幸
に
し
て
事
故
に
あ
い
、
困

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
無

料
で
あ
を
た
の
相
談
に
専
門
の
相

談
員
が
、
親
身
に
な
っ
て
応
じ
ま

す
。
電
話
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
　
平
日
は
午
前
9
時
3
0

分
か
ら
午
後
4
時
3
0
分
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は

休
み
ま
す
）

◆
弁
護
士
相
談
日
　
毎
週
水
曜
日

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

◆
相
談
所

鳥
取
市
今
町
一
－
一
〇
三

住
友
生
命
鳥
取
ビ
ル
三
階

鳥
取
自
動
車
保
険
請
求
和
談
セ

ン

タ

ー

℡
0
8
5
7
・
2
4
・
4
2
3
3
乱

平
成
二
年
度
「
海
外
農
業
拓
殖
研
修
生
」
募
集

全
国
拓
殖
農
業
協
同
組
合
連
合

会
で
は
、
将
来
ブ
」
7
ジ
ル
に
農
業

移
住
を
希
望
す
る
青
年
を
募
り
、

一
年
間
ブ
ラ
ジ
ル
に
派
遣
し
ま
す
。

◎
資
格
．

渡
伯
時
、
1

8
歳
以
上
2
5
歳
未
満

の
農
業
高
校
卒
業
以
上
の
者
又
は
、

農
業
高
校
以
外
の
高
等
学
校
以
上

を
卒
業
し
、
6
か
月
以
上
の
農
業

経
験
を
有
す
る
者
。

◎
募
集
人
員
5
名
・

◎
派
遣
期
間

平
成
3
年
3
月
か
ら
一
年
間

◎
し
め
き
り

平
成
2
年
1

2
月
8
日
（
土
）

◎
問
合
せ
先

鳥
取
県
企
画
部
文
化
国
際
課

鳥
取
市
東
町
一
丁
目
二
二
〇

℡
0
8
5
7
・
2

6
・
7
1
2
6

10月の納税は
呵　県　民　税3期分
国民健康保険税5期分

です。
期限内に納めましょう（，

気をつけましょう。（不安な場合は、最寄りの保健所へ）
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第237号

指
名
手
配
被
疑
者
捜
査
強
化
月
間

「
犯
罪
捜
査
にご

協
力
！
」

○
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ

と
は
積
極
的
に
通
報
を
！

犯
罪
は
、
あ
を
た
の
身
近
な
所

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
犯
行
現

場
に
い
る
不
審
を
人
や
車
を
目
撃

し
た
り
、
あ
る
い
は
犯
行
現
場
か

ら
逃
走
し
て
い
く
犯
人
を
目
撃
し

た
よ
う
を
場
合
に
は
、
た
と
え
、

断
片
的
を
情
報
で
も
結
構
で
す
か

ら
、
足
非
、
積
極
的
に
一
一
〇
番

で
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
！

聞
込
み
捜
査
等
で
捜
査
員
が
皆

さ
ん
の
お
宅
に
お
伺
い
し
た
際
に

は
、
ど
ん
を
些
細
を
情
報
で
も
結

構
で
す
か
ら
、
積
極
的
を
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

警
察
で
は
、
情
報
を
い
た
だ
い

た
方
に
、
絶
対
に
ご
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

○
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は

必
ず
届
出
を
！

「
保
険
に
入
っ
て
い
る
」
　
「
被

害
額
が
少
な
い
」
　
「
面
倒
だ
」

「
什
返
し
が
怖
い
」
な
ど
の
理
由

で
、
被
害
の
届
出
を
し
な
い
と
そ

の
人
が
意
識
し
て
い
を
く
て
も
、

犯
人
を
か
ば
い
、
肋
け
る
結
果
に

在
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
し
て
、

犯
人
が
第
二
、
第
三
の
犯
行
に
及

ぶ
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

犯
人
を
捕
ま
え
、
被
害
の
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
勇
気
を
も
っ

て
被
害
を
届
け
出
て
下
さ
い
。

O
　
「
お
か
し
い
な
？
」
、
「
事
件

か
を
？
」
と
思
っ
た
ら
一
一
〇
番

通
報
を
！

事
件
が
発
生
し
た
峠
に
限
ら
ず
、

怪
し
い
人
物
を
見
掛
け
た
り
、
お

か
し
い
と
思
っ
た
場
合
に
は
、
深

夜
、
早
朝
を
問
わ
ず
、
一
一
〇
番

通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

万
が
一
事
件
の
と
き
は
、
「
通

報
が
早
い
ほ
ど
、
犯
人
が
捕
ま
る

可
能
性
は
高
い
の
で
す
」

○
指
名
手
配
犯
人
の
検
挙
に
ご
協

力
を
！

警
察
で
は
、
1
0
月
中
を
指
名
手

配
被
疑
者
捜
査
強
化
日
間
に
指
定

し
て
全
国
の
警
察
が
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た

人
を
見
掛
け
た
り
、
あ
る
い
は
指

名
手
配
被
疑
者
に
関
す
る
情
報
を

御
存
知
の
方
は
、
ど
ん
を
些
細
を

こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
警
察
ま

で
ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い
し
ま
す
。

実
り
の
秋
・
新
米
を
送
る
方
に
／

新
米
を
送
り
た
い
け
ど
、
何
か

変
わ
っ
た
方
法
が
を
い
か
を
？

郵
博
局
で
は
、
新
米
を
遠
く
離

れ
た
家
族
、
知
人
に
送
る
万
に
、

郷
土
色
豊
か
に
送
っ
て
も
ら
お
う

と
、
特
製
の
米
袋
と
荷
作
り
箱
を

用
意
し
て
、
全
国
各
地
に
郵
送
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
江
尾
郵
便
局
（
℡

7
5
・
2
2
0
0
）
．
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

行
政
へ
の
苦
情
は
お
気
軽
に

行
政
相
談
週
間

十
月
十
四
日
㈲
～
二
十
日
出

行
政
和
談
と
は
、
私
た
ち
が
毎

日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
持
っ
て
い

る
役
所
や
公
用
を
ど
の
仕
事
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を

聞
き
、
皆
さ
ん
と
役
所
な
ど
と
の

間
に
立
っ
て
、
公
平
・
中
立
な
第

三
者
的
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ

ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行

政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の

で
す
。ご

相
談
は
、
目
頭
、
電
話
、
手

紙
、
い
ず
れ
の
方
法
で
も
結
構
で

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
、
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

ヽ

1

　

0

－
∨

江
府
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、

安
江
久
夫
さ
ん
　
（
洲
河
崎
）

（
℡
7
5
・
2
2
0
8
）

0すまlてし発続が毒中るよに」コノキ唱で下県秋の欲食
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

奥大山チロルの里構想

「観光における

課題とビジョン」

観
光
に
お
け
る
現
状
は
、
大
山

環
状
道
路
沿
い
奥
大
山
地
域
が
重

点
で
あ
り
、
大
平
原
の
町
営
国
民

宿
舎
と
鏡
ケ
成
国
民
休
暇
村
を
中

心
と
し
て
県
内
外
の
観
光
客
に
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
観
光

客
誘
致
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

観
光
に
か
か
せ
な
い
の
が
土
産

品
で
す
が
、
現
在
奥
大
山
チ
ロ
ル

の
里
特
産
品
振
興
会
を
設
立
し
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
更
新
、
商
品
の
研

究
を
重
ね
、
セ
ッ
ト
商
品
を
造
り

あ
げ
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
を
が
ら
町
内
の
観
光
は

通
過
型
が
現
状
で
あ
り
、
今
後
横

断
道
の
全
線
開
通
、
民
活
導
入
に

よ
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
等
に
よ
り
、

自
然
を
生
か
し
た
観
光
を
目
指
し

て
、
地
場
産
業
の
育
成
（
特
産
品

づ
く
り
）
遊
休
農
地
の
有
効
利
用

に
よ
る
都
市
と
農
村
交
流
の
推
進

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
年
「
チ
ロ
ル
の
里
」

柁
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
、
具
体

化
を
図
り
ま
す
。

選
挙
－
ロ
メ
モ
マ
ン
ガ
編
　
（
明
る
い
選
挙
マ
ン
ガ
集
よ
り
）

あl†三尾え

第237号

明礼＼選挙マン

喜＋千二　 享‡与
X　　 ／ ＼　　　「／へ

h h「
bち ／ 戌

、■■　y
霊 G 。

￥
タヽ

1．二・ノ ．■・

亀　　）
l つ

一芸 鮎 。一

ミ ベ・セ
チ ÷ 十 主　　ヲ

q J ＼　 ′．忘

○

一I
訊 〝．ヽ

老齢基礎年金の　国民年金

繰上げ請求は

繰上げ請求をしたときの年齢 減額率

6 0 歳 0 ．4 2

6 1 歳 0 ．3 5

6 2 歳 0 ．2 8

6 3 歳 0 ．2 0

6 4 歳 0 ．1 1

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

原
則
と
し
て
6
5
歳
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
6
0

歳
か
ら
餌
歳
ま
で
の
間
に
受
け
始

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

「
繰
上
げ
請
求
」
と
い
い
ま
す
。

繰
上
げ
請
求
し
た
人
．
に
対
す
る

老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、
6
5
歳
か

ら
支
給
さ
れ
る
べ
き
満
額
の
年
金

額
か
ら
、
年
金
を
請
求
し
た
時
の

年
齢
に
よ
っ
て
一
定
の
率
で
減
額

さ
れ
た
も
の
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
在
り
、
6
5
歳
に
を
っ
て
も
満
期

の
年
金
に
戻
ら
ず
、
一
生
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
に
在

り
ま
す
。
（
別
表
参
照
）

ま
た
、
繰
上
げ
請
求
す
る
と
次

の
よ
う
を
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
　
受
給
権
が
発
生
し
た
後
に
、

請
求
の
取
消
を
申
し
出
て
も
、

裁
定
の
取
消
、
変
更
を
ど
は
で

き
な
い
こ
と
。

②
　
受
給
権
は
請
求
書
が
受
理
さ

れ
た
日
に
発
生
し
、
年
金
の
支

払
い
は
そ
の
翌
月
分
か
ら
と
を

る
こ
と
。

③
　
会
社
勤
め
等
で
厚
生
年
金
保

険
な
ど
被
用
者
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
る
間
は
支
給
停
止
と

な
る
こ
と
。

④
　
受
給
権
が
発
生
し
た
後
は
、

事
故
等
で
障
害
者
と
な
っ
て
も

Soumu
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▽
保
健
婦
よ
り
ひ
と
こ
と
…
牛
乳
を
の
み
ま
し
ょ
う
芸
2

牛
乳
は
高
血
圧
や
脳
卒
中
を
予

防
す
る
の
に
大
変
効
果
的
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

第
一
に
、
牛
乳
の
蛋
白
質
に
含
ま

れ
．
て
い
る
含
硫
ア
ミ
ノ
酸
が
脳
の

中
枢
に
働
い
て
血
圧
を
下
げ
る
働

き
を
し
ま
す
。
第
二
に
蛋
白
質
自

身
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
外
に
追
い
出

す
働
き
が
あ
り
ま
す
。
食
塩
を
と

り
す
ぎ
る
と
血
圧
が
上
が
る
と
い

う
の
は
、
食
塩
中
に
含
ま
れ
て
い

る
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
っ
て
お
こ
る

の
で
す
。
第
三
に
、
牛
乳
の
蛋
白

質
は
血
管
を
し
な
や
か
に
す
る
力

が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
第
四
に
、

カ
リ
ウ
ム
が
余
分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
尿
と
一
緒
に
体
外
に
排
泄
す
る

役
目
を
果
た
し
ま
す
。
第
五
に
カ

ル
シ
ウ
ム
が
血
圧
の
上
昇
を
お
さ

え
る
働
き
を
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。こ

れ
ま
で
「
減
塩
」
が
唯
一
の

方
法
で
あ
る
と
、
耳
に
た
こ
が
で

き
る
ほ
ど
「
減
塩
」
を
指
導
し
て

き
ま
し
た
が
、
た
し
か
に
食
塩
（

ナ
ト
リ
ウ
ム
）
　
の
と
り
す
ぎ
が
高

血
圧
の
原
因
と
在
る
ケ
ー
ス
は
多

い
で
す
が
、
減
塩
食
ば
か
り
を
並

べ
る
食
生
活
は
見
直
す
必
要
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

毎
日
食
べ
る
食
事
、
楽
し
み
と

も
い
え
る
も
の
が
苦
痛
に
在
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
「
食
べ
て
は
い

け
な
い
。
」
で
は
な
く
、
「
食
べ
ま

㊥牛乳・乳製品の栄養価　☆よし、ネ合源　★非榔こよい紺頁

種

類

モ ギ

不 t
ル

た 白

ん 質

脂

肪

糖

質

鉄
ビ　 タ　 ミ　 ン 無　　 機　　 質

A B l B 2 カ レシウム ナトリウム かりウム 鉄

水ぐさり （9） （9） （9） h 9） 日．U ．） 摘 （m d ㈲ （md h 9） h 9）

牛　　 乳
5 9

★

2 ．9

☆

3 ．2 4 ．5 0 ．1

☆

1 1 0 0 ．0 3

★

0 ．1 5

★

10 0 5 0 1 5 0 0 ．1

ス キ ム

ミ ル ク 3 5 9

★

3 4 ．0 1 ．0 5 3 ．3 0 ．5 20 0 ．0 3

★

1 ．6 0

★

1 ，10 0 5 7 0 1 ，8 0 0 0 ．5

プ ロ セ ス

チ ー ズ 3 3 9

★

2 2 ．7

★

12 6 ．0 1 ．3 0 ．3

★

1，20 0 0 ．0 3

★

0 ．3 8

★

6 3 0 1 ，1 0 0 6 0 0 ．3

し
ょ
う
。
」
の
方
が
取
り
く
み
や
す

い
と
思
い
ま
す
。

塩
分
を
へ
ら
し
ま
し
ょ
う
。
で

は
を
く
、
カ
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ

ム
を
多
く
含
ん
だ
も
の
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

と
い
う
こ
と
で
、
家
族
み
ん
を
が

一
日
一
本
は
牛
乳
を
飲
み
ま
し
ょ

ー
フ
○

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
。

仮
に
、
6
1
歳
で
繰
上
げ
請
求
す

る
と
し
た
場
合
、
3
5
％
減
額
さ
れ

た
年
金
額
と
在
り
ま
す
。

平
成
二
年
四
月
か
ら
の
年
金
額

で
計
算
し
て
み
ま
す
と
、

（
強
請
3
割
紗
滴
）
　
（
義
造
灘
）

爵
－
一
g
○
コ
　
×
　
　
0
．
い
い

（
鼓
澄
眈
羊
か
瑞
）

＝
N
U
0
0
一
∽
0
0
コ

と
な
り
、
年
金
額
は

爵
－
一
山
0
0
コ
ー
日
加
一
∽
0
0
コ

＝
E
N
一
∞
0
0
コ

と
を
り
ま
す
。

繰
上
げ
請
求
は
あ
く
ま
で
本
人

が
希
望
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、

人
そ
れ
ぞ
れ
生
活
状
態
や
健
康
状

態
も
違
い
ま
す
。

自
分
自
身
の
年
金
で
す
か
ら
他

人
の
言
葉
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
に
慎

重
に
考
え
て
か
ら
請
求
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

〈牛乳を使った料理例〉
○味噌シチュー（5人分～6人分）

（1）豚肉は1cm巾、馬鈴薯は1cm

角の賽の目切り、人参はい

ちょううす切り、玉葱は2

つ割りにし、小口うす切り、

青葱は斜うす切りにする。

（2）マーガリン（油）を熱し、

豚肉・玉葱を炊め、小麦粉

を加えてのばし、馬鈴薯・

人参を加え、やわらかく在

ったら味噌を加え、味をみ

て、スキムミルクを0．5カッ

プの水でといて加lえ、焼竹

輪・葱を加えて火を止める。

豚　　肉　1009

（赤貝・焼竹輪）

馬　鈴　舛　1009

玉　　葱　1009

人　　参　　409

青　　葱　′ト1本

マーガリン（油）30g

小　麦　粉　　大さじ2

味　　噌　　　50g

スキムミルク　大さじ4

水　　　　　　5カップ

※　味噌量は味噌の塩分でことなる。

11月開設

人権、行政、心配ごと相談所
11月14日（水）

午前9時～正午
日　　輪　　閣
安江久夫人権擁護委員

と　　　き

と　こ　ろ

相　談　員

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



人の動き

9月届け

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

小
江
尾
長
尾
喜
八
郎
8
7
歳
喜
八
郎
写

本
一
上
原
裕
臣
6
8
歳
二
郎
宅

杉
谷
片
山
菖
衛
7
7
歳
直
通
宅

洲
河
崎
小
峯
寿
満
子
7
4
歳
俊
輔
宅

本
五
原
美
知
恵
6
2
歳
正
明
宅

西
成
小
澤
斐
子
7

3
歳
等
正
宅

下
蚊
屋
大
森
春
子
8
7
歳
正
文
宅

（
敬
称
略
）

が
と
ー
つ

口
お
誕
生
お
め
で
と
う

本
　
五
　
川
上
　
賢
一

新
一
、
千
春
　
　
二
男

月　　－　　ござい

9
月
中
寄
託
分

］

新

一

藤

田

　

美

奈

透
、
直
美
　
　
長
女
　
　
■
香
典
返
し
と
し
て

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

第237号

野
坂
　
猛
夫

青
野
美
智
子

渡
通
　
庸
浩

前
田
美
紀
恵

渡
達
　
磨
秋

清
水
貴
美
加

平
田
　
陽
一

石
川
い
づ
み

小
林
　
広
行

長
尾
み
ど
り

清
水
　
晃
浩

安
田
　
美
鈴

江
尾

大
阪
市
生
野
区
か
ら

東
京
都
大
田
区

佐
川
か
ら

米
子
市

佐
川
か
ら

江
尾

愛
知
県
安
城
市
か
ら

岡
山
県
新
見
市

小
江
尾
か
ら

吉
原

米
子
市
か
ら

佐
　
川
　
高
木
　
哲
也
　
様

（
母
ス
ワ
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
小
峯
　
俊
輔
　
様

（
母
寿
満
子
様
ご
逝
去
）

本
一
上
原
　
二
郎
　
様

（
父
裕
臣
様
ご
逝
去
）

西
　
成
　
小
澤
　
勝
稔
　
様

（
妻
斐
子
様
ご
逝
去
）

杉
　
谷
　
片
山
　
直
通
　
様

（
父
富
衛
様
ご
逝
去
）

本
　
五
　
原
　
　
正
明
　
様

（
妻
美
知
恵
様
ご
逝
去
）

小
江
尾
　
長
尾
　
隆
司
　
様

（
祖
父
喜
八
郎
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
い
と
し
て

貝
　
田
　
遠
藤
み
ど
り
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

西
　
成
　
神
庭
　
千
浪
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
手
島
　
早
苗
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
高
津
洲
賀
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
森
田
　
幸
枝
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
安
井
　
久
木
　
寿
恵
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
砂
口
　
鶴
寿
　
様

（
ご
本
人
様

妻
秋
代
梯
退
院
）

小
　
原
　
川
上
千
鶴
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
声
立
み
ず
江
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
梅
田
　
日
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
梅
林
　
房
寿
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
加
藤
　
智
久
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
小
椋
八
重
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

助
　
沢
　
川
上
　
純
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

助
　
沢
一
二
三
熊
雄
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

最
近
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
地

球
の
温
暖
化
を
ど
様
々
を
環
境
問

題
が
色
々
と
取
り
ぎ
た
さ
れ
て
い

ま
す
。こ

れ
ら
は
、
私
た
ち
と
は
関
係

な
い
話
だ
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

何
気
を
く
捨
て
る
小
さ
な
ゴ
ミ
、

下
水
に
流
す
廃
油
な
ど
様
々
を
日

常
の
出
来
事
が
積
み
重
を
っ
て
、

今
日
の
資
源
、
環
境
問
題
が
起
き

て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
す
。

柿
　
原
　
白
川
　
博
章
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

・
・
・
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
…
＝

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
八
月
末
累
計
額

一
、
〇
四
四
、
七
〇
五
円

2
、
九
月
中
寄
託
額

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
一
三
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
　
一
六
五
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額

〇
円

九
月
末
累
計
額

一
、
三
四
四
、
七
〇
五
円

エ
コ
マ
ー
ク
商
品

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
私
た
ち
の

身
近
な
環
境
の
保
全
に
役
立
つ
商

品
に
、
エ
コ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

エ
コ
マ
ー
ク
商
品
と
は
、
た
と

え
ば
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
元
区
と

言
わ
れ
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
使
わ
を

い
ス
プ
レ
ー
と
か
、
再
生
紙
を
使

用
し
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を

ど
で
、
①
使
っ
て
も
環
境
を
汚
す

こ
と
が
少
な
い
②
使
え
ば
環
境
を

改
善
で
き
る
③
使
っ
た
後
捨
て
て

も
環
境
を
汚
し
に
く
い
、
と
い
う

特
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
製
造

工
程
で
も
環
境
汚
染
防
止
に
配
慮

し
て
い
る
こ
と
を
ど
が
要
求
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
消
費
生
活
に
伴
っ
て

生
じ
る
環
境
へ
の
負
担
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
に
、
エ
コ
マ
ー
ク

の
付
い
た
商
品
の
使
用
に
ご
協
力

雇

Soumu
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